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第 128号
令和 2年 4月 5日 役員―同お詣り
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７
月
６
日
の
集
イ
豪
雨
に
よ
る
洪
水
で
、
三
川
地
区
を
中
心
に
床
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浸
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よ
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あ
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れ
て
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ま
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お
神
酒
を
用
意
し
て
お
り
ま
す

「飲
酒
運
転
』
は
く
れ
ぐ
れ
も
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す

福岡県及び大牟田市並びに近隣市町村にお
ま踏を況犬ヽ
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え、秋季大祭を中止する事にいたしました。
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第128号 (2)
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年
６
月
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朝
岡
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奥
都
城
春
季
大
祭
中
止
　
役
員
の
み
参
拝

奥
都
城
清
掃
中
止

奥
都
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清
掃
６

・
１５

・
１６
地
区
担
当

第
４３
回
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
定
期
総
会

新
型
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
時
間
短
縮
　
三
港
与
洲
会
館

奥
都
城
清
掃
中
止

６
日
の
大
雨
浸
水
災
害
被
災
地
区
担
当
の
為

奥
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城
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掃
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区
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奥
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城
お
盆
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時
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時
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放
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お
参
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令
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年
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月
９
日

2020年 (令和2年)9月 1日   与 論 会 だ よ り
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春
季
大
祭

(3)第 128号 与 論 会 だ よ り  2020年 (令和2年)9月 1日

４
月
５
日
の
春
季
大
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
自
粛
要
請
で
急
き
ょ

中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
奥
都
城
は
役
員
が
出
席
し
て
午
前
中
開
放
。
桜
が

満
開
で
い
い
お
花
見
日
和
で
し
た
。
『残
念
』

与
論
会
だ
よ
り
に
中
止
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
お
見
え
に

な
る
方
は
少
数
で
し
た
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コ
ロ
ナ
の
状
況
見
て
活
動

与
論
会
総
会
事
業
計
画
決
ま
る

第
４４
回
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
定
期
総
会
が
５
日
、
大
牟
田
市
入
船

町
の
三
港
与
洲
会
館
で
開
か
れ
、
２
０
２
０
年
度
の
事
業
計
画
が
決
ま

っ
た
。

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
活

動
に
当
た
る
。

ま
ず
物
故
者
に
黙
と
う
。
朝
岡
光
男
会
長
は

「新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
が
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
出
て
い
る
。
ま
た
会
と
し
て
も
諸
問
題
あ
り
、

皆
さ
ん
の
活
発
な
議
論
を
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

令
和
元
年
度
の
経
過
報
告
、
決
算

・
監
査
報
告
が
あ
り
、
承
認
。
続
い
て

令
和
２
年
度
の
行
事
予
定
や
予
算
案
を
審
議
し
て
了
承
し
た
。

本
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
も
あ
る
た
め
、
状
況

を
見
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
方
針
。
ま
た
会
員
か
ら
は

「次
世
代
の
育

成
も
重
要
。
若
い
人
の
加
入
促
進
を
」
な
ど
の
意
見
も
だ
さ
れ
た
。

７
月
１０
日
　
有
明
新
報

今
回
の
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
受
付
に
て
非
接
触
体

温
計
、
マ
ス
ク
、
手
の
消
毒
液
を
確
認
し
て
会
に
臨
み
ま
し
た
。

午
前
１０
時
よ
り
始
ま
り
、
司
会
者
が
時
間
短
縮
の
為
議
事
を
進
行
し
、
懇

親
会
も
中
止
、
約
１
時
間
で
終
わ
り
ま
し
た
。

一
部
の
方
か
ら
、
委
任
状
に
て
予
算
案
の
渉
外
費
と
役
員
研
修
費
を
削
除

し
て
借
入
金
の
返
済
に
充
て
る
よ
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が

「春
の
大
祭
が

中
止
」
で
今
年
度
は
増
収
が
見
込
め
る
の
で
予
算
内
容
に
つ
い
て
は
承
認
。

ま
た
与
論
会
だ
よ
り
に
有
料
の
広
告
を
掲
載
し
た
ら
い
か
が
だ
ろ
う
か
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
役
員
会
で
検
討
し
、
決
ま
り

次
第
皆
様
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
ベ
ー
ジ
に
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

朝
岡
光
男
会
長

（写
真
右
側
）

司
会
の
益
山
憲

一
さ
ん

参
加
者
の
皆
さ
ん

、Ｌ

2020年 (令和2年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第128号 (4)
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(5)第 128号 与 論 会 だ よ り  2020年 (令和2年)9月 1日

令和元年 物故者のお名前 敬称省略
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田
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勝
立
２
３
３
１
４

大
牟
田
市
南
船
津
町
１
１
２
１
８

玉
名
市
月
田
１
２
７
８

大
牟
田
市
天
領
町
３
１
３
１
２

大
牟
田
市
船
津
町
１
１
７
１
１０

大
牟
田
市
白
銀
６
７
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１
１

大
牟
田
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住
吉
町
１
１
６

久
留
米
市
野
伏
間
１
１
２
１
２３

荒
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市
万
田
３
８
７
１
５６

大
牟
田
市
上
屋
敷
町
１
１
１２
１
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大
牟
田
市
馬
場
町
２
３
０
１
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荒
尾
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野
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５
９
３
１
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堺
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津
久
野
町
１
１
８
１
６

荒
尾
市
桜
山
町
２
丁
目
１３
１
１９

大
牟
田
市
三
池
３
８
８
１
２

大
牟
田
市
今
山
２
４
６
６

住
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３

日

５

月

５

日

●
口 原

田

節

子

０
０
０
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松

井

勇

治
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郭
　
子

黒
　
田
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ブ
子

松

井

武

男



2020年 (令和2年)9月 1日  与 論 会 だ よ り 第128号 (6)

大牟田・荒尾地区与論会 令 和 元 年 度 決 算 書

令和元年6月 ～令和 2年 5月

ヽ

(収入 )

(支出)

ヽ _

費  目 予  算 決  算 内 容

繰  越  金 272,971 272,971 前年度繰越金

与論会年会費 1,100,000 837,000 与論会年会費

寄  付  金 158,000 別紙参照

貯 金 利 子 垂Б員宇金不|」′自、

雑  収  入 10,000 (奥都城建設資金より40万円借用)・ 購読料

/ヽ
ロ =エロ| 1,533,071 1,679,973

費  目 予  算 決  算 内 容

会  議  費 48,118 総会費用
夕ヽ
刀ヽ

血 費 250,000 183,454 春・秋 大祭 正月 。お盆お詣り
150,000

400,000 222,677 別紙参照

機 関 紙 費 300,000 273,100 与論会だより発行 (年 3回発行)

事 務 通 信 費 80,000 82,541 与論会だより郵送、事務用品、文具代

奥都城維持費 50,000 67,542

与 洲 会 館 費 50,000 112,779 電気、水道、会館工事費 (40,850円 )

公 園 使 用 料 65,000 奥都城借地代

清  掃  費 30,000 59,859 奥都城清掃茶菓子代

役 員 研 修 費 100,000 88,000 役員慰労会 (会場清風荘16名参加)

青 年 部 費 0

故郷芸能継承費 0 0

備
ロ
ロロ 費 0 0

予  備  費 8,071 358,014 (建設資金に40万円返却しなければいけない)
/ヽ
ロ =エロ | 1,533,071 1,679,973

150,000

100 2

412,000

50,000

共  済  費 120,000 物故者名簿参照

渉  外  費

電気、水道、

63,889

0



(7)第 128号 ｎ
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よユκ〈〓
込爾与 2020年 (令和 2年)9月 1日

令和元年度寄贈者名 (敬称省略)
令和元年 6月 1日 ヽ令和 2年 5月 31日

物品寄贈者名

月  日 お 名 前 品 物

8月 13日 朝岡光男 焼 酎 1本
仲野装業 1本

竹内一徳 焼  酎 1本
9月 15日 有郭子 イロ  (1:甘 2本

白雲社 ,青  ,酉 2本

仲野装業 焼  酎 2本

熊谷博子 焼 酎 2本

基珠貴 焼 酎 1本
朝岡光男 1本

堀恵子 €*)v 1箱
山元美雪 ビール 1箱

1月 3日 泡 盛 3本
市川初美

'青

 '酉 1本

,青  ′酉 1本

仲野装業 焼 酎 1本
山元信幸 焼  酎 1本
川国康則 焼酎700ヽ , 2本

4月 6日 仲野装業 焼 酎 1本

金銭寄贈者名

月  日 金 額 お 名 前

7月 27日 5,000 山元美雪

8月 13日 10,000 濱田浩昭

3,000 堀泰博

3,000 仲野美子

2,000 野田修三

9月 15日 12,000 目原・河村・三砂・林

10,000

10,000 山元美雪

10,000 川畑幸雄

5,000 い山運

5,000 ひまわりの会

5,000 福弘光

5,000 猿渡恵一郎

沖克太郎

3,000 堀泰博

3,000 竹稔範

3,000 部落解放同盟大牟田支部

2,000 林清正

2,000 大田真佐子

2,000

2.000 基珠貴

2,000

1,000 水吉守

11月 10日 10,000 鬼塚良子

12月 14日 20,000 堀榮吉

1月 3日 3,000 野口峰達

3,000 西脇健一

堀泰博

2,000

2,000 林清正

2,000 黒田ノブ子

5月 11日 3,000 嵐山清次

〈
口

キ

ー
一言
ロ 158,000 円

白雲社

5,000

野口峰達

松尾タッエ

3,000

竹稔範

3月 17日

4月 15日

数量

焼 酎

焼 酎

出村信雄

町花華・美奈実



2020年 (令和2年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第128号 (8)

ヽ

渉外費詳細

夏
祭
り

夏祭り総踊り参加費

夏祭り総踊り飲食代 34,479

ハッピ・クリーニング 10,800 49,279

△
ロ

Ｌ
Ｉ
Ｉ

一〓
ロ 222,677

ヽ _

内  容 支  出 累 計

旅
費

与論町落成式出席旅費 55,580

与論町落成式祝儀代 20,000

与論町落成式会費 2,000 77,580

そ
の

他

与論民俗村表彰広告料 11,340

与論サンゴ祭協賛金 10,216

駿馬天満官鶯替 9,891

有明新報社挨拶 1,901

2,470

全国与論会会費 20,000

川口哲治様見舞い

三川坑慰霊碑建立会へ寄付 30,000 95,818

科 目

4,000

有明新報購読料

10,000



(9)第 128号 与 論 会 だ よ り  2020年 (令和2年)9月 1日

会計監査報告

2019年度(令和元年度)歳入。歳出の決算は、関係書類(預金通帳、

現金出納簿、領収証等)に より、照合検査を行った結果、適正な

事務処理がなされてお り、決算の内容については相違ないこと

を認めます。

借入金 (建設資金より)

与論会現金及び預金

実 質  金  額

40万 0000円

35万 8014円

▲ 4万 1986円

奥都城建設剰余金       1642万 4450円
(奥都城建設剰余金より与論会へ40万円貸付ける)

令和 2年 6月 7日
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2020年 (令和2年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第128号 {10

令和 2年度予算書

(収入)

(支出)

令和 2年 6月 ～令和 3年 5月

ヽ

ヽ

費  目 予  算 内 容

繰  越  金 -41,986 前年度繰越金

与論会年会費 1,300,000 与論会年会費

寄  付  金 200,000 春祭り150.000  秋祭り50,000

貯 金 利 子 100 垂Б員宇金不」′自、

雑  収  入 10,000 購読料

/、
ロ =エロ |

1,468,114

費  目 予  算 内 容

会  議  費 50,000 総会・各種会議

夕∫こ
刀ヽ

血 費 250,000 新年・春・夏・秋 祭典

共  済  費 100,000 会員慶弔費

渉  外  費 300,000 全国与論会出席旅費・会費他

機 関 紙 費 300,000

事 務 通 信 費 80,000 与論会だより郵送・事務文具代他

奥都城維持費 50,000 電気、水道他維持費

与 洲 会 館 費 50,000 電気、水道他維持費

公 園 使 用 料 65,000 奥都城借地代

清  掃  費 50,000 奥都城清掃茶菓子代

役 員 研 修 費 100,000

青 年 部 費 0

0

備
ロ
ロロ 費 0

予  備  費 73,114

ノヽ
ロ =エロ |

与論会だより発行 (年 3回発行)

役員慰労会

故郷芸能継承費

1,468,114



(11)第 128号 与 論 会 だ よ り  2020年 (令和2年)9月 1日

奥
都
城
お
盆
参
り

８
月
１３
日

「大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会
」
恒
例
の
奥
都
城
お
盆
参
り
を

行
い
午
前
１０
時
よ
り
開
放
。
三
密
を
避
け
お
参
り
を
し
、
早
々
と
奥
都
城
を

後
に
さ
れ
た
ご
家
族
が
多
く
、
約
１
０
０
名
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
入
口
で
は
体
温
測
定
や
手
の
消
毒
液
噴
霧
、
マ
ス
ク
着
用
を
お
願
い
し
、

お
子
様
に
は
お
菓
子
を
用
意
記
帳
し
て
い
た
だ
き
、
お
参
り
を
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。

秋
季
大
祭
は
９
月
２０
日

（日
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま
で

い
く
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
の
終
息
兆
し
は
見
え
ず
、
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。

．，

/́

硼中口L

竹昌宣さんの祝詞で役員―同参拝

轟
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第128号 (10

水
害
報
告
義
援
金

た
だ
い
ま
受
付
中

ヽ _

●

筑
後
地
区
南
部
に
お
い
て
、
令
和
２
年
７
月
６
日
の
１５
時
に
線
状
降
水
帯

が
発
生
、
大
牟
田
市
内
で
は
１８
時
ま
で
に
２
５
０
ミリ
を
超
え
る
観
測
史
上
最

大
の
豪
雨
を
記
録
、
深
夜
ま
で
雨
が
続
き
、
翌
朝
雨
は
止
ん
だ
が
、
諏
訪
川

以
南
の

「排
水
を
担
う
三
川
ポ
ン
プ
場
」
内

へ
６
日
２０
時
す
ぎ
浸
水
が
あ
り
、

配
電
盤
迄
水
が
浸
入
し
、
水
中
ポ
ン
プ
の
運
転
を
停
止
、
そ
の
後
、
す
べ
て

の
設
備
が
水
没
し
使
用
不
能
と
な
っ
た
。

三
川
地
区
は
８
日
迄
３
日
間
水
没
、
国
交
省
の
ポ
ン
プ
車
や
業
者
の
仮
設

ポ
ン
プ
に
て
浸
水
解
消
、
避
難
場
所
の
三
川
地
区
公
民
館
や
、
み
な
と
小
学

校
も
１
階
は
水
没
、
７
日
早
朝
よ
り
救
助
、
文
化
会
館
に
再
度
避
難
す
る
。

大
牟
田
市
内
は
各
地
で
冠
水
、
床
上
浸
水
し
た
が
各
地
区
の
排
水
ポ
ン
プ

場
が
機
能
。
田
隈
地
区
は
大
牟
田
青
呆
場
を
は
じ
め
Ｊ
Ｒ
銀
水
駅

一
帯
冠
水
。

高
速
道
路
南
関
イ
ン
タ
ー
に
向
か
う
上
内
峠
も
が
け
崩
れ
で
通
行
止
め
。
東

新
町

「
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ゆ
め
タ
ウ
ン
」
前
の
国
道
も
冠
水
で
放
置

車
両
が
多
く
渋
滞
。
小
浜
地
区
も

「
ス
ー
パ
ー

・
ト
ラ
イ
ア
ル
」
付
近
は
腰

ま
で
冠
水
。
新
栄
町
は
明
治
郵
便
局
が
冠
水
、
病
院
を
は
じ
め
付
近

一
帯
は

水
没
、
市
内
全
域
が
被
災
に
あ

つ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
荒
尾
地
区
は
諏
訪
川
上
流
の
関
川
が
氾
濫
、
河
川
流
域
の
南
関

・

賢
木

・
庄
山

・
下
井
手

・
倉
掛

・
臼
井

・
馬
込
方
面
浸
水
被
害
。
各
地
区
は

雨
が
上
が
る
と
水
も
引
き
初
め
、
三
川
地
区
だ
け
が
い
つ
ま
で
も
水
没
し
ま

し
た
。
地
元
紙
に
よ
る
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
引
用
掲
載
し
ま

す
。

ヽ _

2020年 (令和2年)9月 1日   与 論 会 だ よ り

『西
日
本
新
聞
の
記
事
』

大
規
模
冠
水
し
、
高
齢
者
２
人
が
亡
く
な

っ
た
福
岡
県
大
牟
田
市
三
川
地

区
の
排
水
機
能
を
担
う
三
川
ポ
ン
プ
場
が
、
現
在
の
国
の
排
水
能
力
基
準
を

満
た
し
て
い
な
か
つ
た
こ
と
が
９
日
判
明
し
た
。
結
果
的
に
豪
雨
に
対
応
で

き
ず
、
市
企
業
局
は

「想
定
が
甘
か
っ
た
」
と
陳
謝
。
ポ
ン
プ
場

へ
の
浸
水

を
止
め
る
防
水
壁
整
備
な
ど
、
可
能
な
対
策
を
早
急
に
検
討
す
る
と
し
て
い

る
。企
業
局
に
よ
る
と
、
同
ポ
ン
プ
場
は
１
９
６
３
年
に
設
置
後
、
改
修
や
増

強
を
し
な
が
ら
現
在
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ポ
ン
プ
３
台
、
電
動
ポ
ン
プ
９
台
の
計
１２

台
が
稼
働
。
国
の
基
準
で
は
時
間
雨
量
６４
ミ
リ
に
対
応
す
る
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
１２
台
の
能
力
は
４０
ミ
リ
程
度
し
か
な
か

っ
た
。
同

局
は
そ
れ
で
も

「
７０
ミ
リ
超
の
雨
で
も
故
障
な
く
対
応
で
き
て
い
た
」
と
い

う
。地
区
住
民
か
ら
２
０
１
７
年
に
豪
雨
対
策
の
要
望
が
出
さ
れ
た
際
も
、
排

水
路
改
修
な
ど
で
改
善
し
た
と
し
て
い
る
。
た
だ
今
回
は
、
６
日
午
後
３
時

か
ら
の
３
時
間
で
２
５
２
ミリ
と
ぃ
ぅ

「経
験
し
た
こ
と
の
な
い
雨
量
」
（企

業
局
）
を
観
測
。
作
業
員
５
人
は
午
後
８
時
１５
分
ご
ろ
、
故
障
を
避
け
る
た

め
に
電
動
ポ
ン
プ
を
停
止
。
水
量
は
作
業
員
の
腰
の
高
さ
ま
で
達
し
、
１５
分

後
に
は
全
１２
台
が
水
没
し
た
と
い
う
。

局
地
的
豪
雨
が
近
年
頻
発
す
る
中
、
手
だ
て
は
な
か
っ
た
の
か
。
企
業
局

は

「抜
本
的
に
能
力
を
上
げ
る
に
は
数
十
億
円
が
必
要
。
限
ら
れ
た
予
算
で

他
地
区
と
の
優
先
順
位
を
付
け
て
整
備
し
て
き
た
」
と
い
う
。

ポ
ン
プ
場
に
は
９
日
、
住
民
が
訪
れ

「
こ
れ
は
人
災
だ
」
と
詰
め
寄
る
場

面
も
。
企
業
局
は
水
没
を
受
け

「抜
本
的
な
対
策
も
早
急
に
検
討
し
た
い
」

と
し
て
い
る
。

現
在
も
避
難
し
て
い
る
会
員
も
お
り
ま
す
、
元
通
り
に
は
な
ら
な
い
が
通

常
の
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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7月 7日午前 8時 国道389号 祇園橋より南 (県境)方面を望む
左白雲社三川斎場 。右セブン 中央の車両は前日屋根が見えなかった

左側白金地区・右側三川地区、浸水が諏訪川をはさんでよく分かる。

福岡。大牟田市

(13)第 128号

・
‐●||

囲
艶

・ ‐■_===.=讐Γ
『

避■ :「|:‐・
‐

‐‐●●

″ ‐ =

キ・

■ ."

檀r

与ヽ
ヽ
|ヽ

■

■2020年:7月 7日朝ヽ、、

“

霞卜」1いも:｀

―
夕
■
・
‘
，
■

●

・
  ,

大
津
躍
訥
ク
リ
ニ
ッ
ク

ック

写真・中央 下段はネット引用



2020年 (令和2年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第128号 (M)

与
論
島
旅
日
記

大
牟
田
二
荒
尾
地
区
与
論
会
会
長
　
胡
切
　
Ｍ円
　
平
力
　
田カ

今
回
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
が
ま
だ
全
国
に
蔓
延
す
る
前
、
３
月

６
日
か
ら
１０
日
ま
で
の
４
泊
５
日
の
滞
在
。
今
回
の
与
論
訪
間
の
目
的
は
、

親
の
元
気
な
う
ち
の
墓
じ
ま

い
と
ヨ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン
参
加
で
し
た
が
、

マ
ラ

ソ
ン
は
、

コ
ロ
ナ
拡
大
防
止
の
為
中
止
。
墓
じ
ま

い
は
滞
り
な
く
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の
滞
在
期
間
中
の
旅
日
記
を
投
稿
さ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
し
ま
し
た
。

３
月
６
日
、
車
に
て
家
内
と
鹿
児
島
空
港

へ
出
発
。

空
港
で
、
大
阪
か
ら
参
加
す
る
妹
と
待
ち
合
わ
せ
て
３
人
で
の
与
論
島
訪

問
。１３
時
過
ぎ
に
は
、
与
論
空
港
に
到
着
。
レ
ン
タ
カ
ー
を
手
配
し
て
早
速
墓

じ
ま
い
の
為
の
手
続
き
で
与
論
町
役
場

へ
直
行
。
こ
の
機
会
に
我
が
家
の
ル

ー
ツ
の
探
求
し
よ
う
と
役
場
に
残

っ
て
い
る
記
録
祖
父

・
祖
母
ま
た
、
高
祖

父

・
高
祖
母
の
戸
籍
を
取
寄
せ
、
手
続
き
が
済
み
定
宿
と
し
て
い
る
イ
チ
ョ

ウ
キ

・
ヴ
ィ
ラ
ヘ
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
。
茶
花
と
茶
花
港
の
中
間
の
道
路
沿

い
に

あ
り
宿
の
前
は
海
岸
。
繁
華
街
ま
で
歩

い
て
１０
分
程
度
。
ま
た
、
以
前
新
港

町
に
住
ん
で
い
た
同
級
生
の
本
さ
ん
が
支
配
人
で
色

々
と
気
遣

つ
て
く
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
家
内
の
妹
の
所
ま
で
歩

い
て
５
分
の
所
な
の
で
実
家
に
は
泊

ま
ら
ず

い
つ
も
こ
こ
に
宿
を
決
め
て
い
る
所
で
す
。

３
月
７
日
は
、
私
の
父
親
の
実
家
と
家
内
の
実
家

へ
の
お
参
り
と
、

ハ
キ

ビ
ナ
墓
地
で
の
両
家
の
墓
参
り
。
夜
は
、
海
岸
で
の
食
事
会
、
１
年
ぶ
り
の

再
会
で
親
族
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ヽ

ヽ

ヽ

宿泊先・イチョウキ・ヴィラ

イチョウキ・ヴィラ前の海岸にて

親族との食事会

バルコニーからの風景

^

緩

‐

=.



(15)自等1128-号 与 論 会 だ よ り 2020年 (令和 2年)9月 1日

３
月
８
日
は
、
家
内
や
妹
た
ち
と
は
別
行
動
で
、
ル
ー
ツ
の
探
求
に
い
ざ

出
発
ｃ
父
敏
光
の
旧
姓
は
川
畑
で
城
。
ま
た
、
朝
岡
家
の
実
家
も
城
で
屋
号
が
ア

ー
フ
ャ
ー
と
祖
父
か
ら
聞
い
て
い
た
。
当
時
の
屋
敷
に
は
、
先
祖
が
沖
縄
か

ら
持
ち
帰

っ
た
と
言
わ
れ
る
石
が
祭

っ
て
あ
り
、
何
回
と
な
く
島
に
行

っ
た

と
き
、
は
が
み
に
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。
「地
方
よ
み
が
え
り
伝
説
」
著
者

中
里
喜
昭
氏
の
本
の
中
で
出
て
く
る
納
山
カ
メ
さ
ん
の
父
朝
岡
平
安
立
と
祖

父
朝
岡
恵
登
志
と
は
従
兄
弟
関
係
。
ア
ー
フ
ャ
ー
の
屋
敷
跡
隣
に
は
、
与
論

小
学
校
発
祥
の
地
石
碑
が
立

っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
尋
ね
た
と
こ
ろ
が
祖
母
の
じ
い
ち
ゃ
ん
と
当
た
る
人
と
戸
籍
簿
で
関

係
が
有
る
こ
と
が
わ
か
り
先
方
か
ら
貴
重
な
家
系
図
を
い
た
だ
く
事
が
で
き

苺ヽ

キ
今
か
確
枝
券
祥
の地

ここの湧水は、城集落の生活用水として使用されていました。

ヤゴーの入り回

ま
し
た
ｃ

今
ま
で
、
城
を

ゆ

つ
く
り
と
散
策

し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
今
回
は
大

変
良

い
機
会
で
し

た
。城

周
辺
を
地
図

を
頼
り
に
散
策
。

ヤ
ゴ
ー
の
地
下

の
湧
水
が
出
て
い

る
洞
窟
。
上
野
應

介
翁
の
屋
敷
跡
。

攣
〓
「
●
，
に
，
イ

●
最

ち
，
●〓
，
や

ヽ
い
と
予
挙
ヽ
〓
〓

釘
ユ
，
■
単
●
“
企
支

１

．鶴
・撻



第128号 (16)

上野應介生誕の地
上野應介は、1854年安政元年10月 23日 、

父富應の長男としてこの地に誕生。

氏は幼少の頃から勉学を好み、21歳の時

民家を借りて学問所ナンカル学校を開き、

自ら指導に当たった。

明治13年 27歳で戸長に就任以来、校舎建

設、海運事業、村医制の創設・警察官駐在

所の設置、十五夜踊 りのンニク祭りの復活

等々と、島の発展の礎を築かれた後、自ら

21年 間の戸長職を辞し、口之津移住第 3陣

の団長として、島民に惜しまれながら口之

津へ旅立たれた。

その後も回之津や大牟田で、「第 2の与

論建設」に尽力された。1916年大正五年 5

月25日 、享年63歳大牟田市で病没。

應介翁の御霊は、輿洲奥都城に祭られて

いると聞いています。

上野應介翁屋敷入口

上野應介翁生誕の地

ま
た
、
子
孫
の
方
は
元
良
の
名
前
を
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

現
在
の
与
論
小
学
校
に
は
、
東
元
良
翁
が
寄
与
さ
れ
た
二
宮
金
次
郎
の
銅

像
が
あ
り
今
で
は
、
二
宮
金
次
郎
の
銅
像

・
石
像
が
あ
る
の
は
大
変
珍
し
い

光
景
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ち
な
み
に
、
大
牟
田
市
内
で
は
、
大
正
小
学

校
と
上
内
小
学
校
の
二
校
に
あ
り
ま
す
。

東元良翁石碑

2020年 (令和2年)9月 1日   与 論 会 だ よ り

ヽ

上
野
應
介
翁
の
屋
敷
跡
道
を
隔
て
た
と
こ
ろ
に
、
東
元
良
翁
の
子
孫
の
方

が
住
ん
で
い
る
屋
敷
が
あ
り
、
永
年
に
わ
た
る
翁
の
労
苦
に
感
謝
し
、
翁
の

偉
業
を
永
く
讃
え
ん
と
し
て
三
池
在
住
与
論
村
出
身
者

一
同
が
寄
贈
さ
れ
た

頌
徳
碑
を
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ヽ _



(17)第 128号 与 論 会 だ よ り   2020年 (令和 2年)9月 1日
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按
司
根
津
栄
神
社

喩≒ト

″
●
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更
に
、
足
を
延
ば

し
て
朝
戸
地
区

ヘ

与
論
小
学
校
の
近

く

に
は

、

按

司

根
津
栄
神
社
が
あ

り
ま
し
た
。
ヨ
ロ

ン
島
観
光
ガ
イ
ド

に
も
紹
介
さ
れ
て

ま
す
が
、
歴
史
を

訪
ね
て
散
策
す
る

の
も
ル
ー
ツ
を
知

る
上
で
大
変
興
味

深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

昭和10年 8月  東元良翁送別記念 (西港町講堂前) 口之津移住百年祭記念誌より

表
爾
核
津
拳
菱
波

.1■ 1甲 賭甲

与論小学校に設置してある二宮金次郎像

‘
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ヽ
.=

|,, ‐



2020年 (令和 2年)9月 1日 与 論 会 だ よ り 第128号 {19

ヽ

琴
平
神
社
内
に
あ
る
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
セ
ン
タ
ー
に
足
を
運
ん
で
み
ま
し
た
。

こ
ち
ら
で
は
、
与
論
の
歴
史

・
文
化
。
暮
ら
し

。
自
然

・
祭
り
等
々
パ
ネ
ル

で
紹
介
し
て
あ
り
ま
す
。

明治32年

口之澤多住

与論から回之津移住のコーナー

■
た

と

記
一
録

．
て

昴”
愁
■
の

そ れ れい

■

一
武
．
署
一
し

た

一を

生

き

て

い 栄
t′
ヽ

■,~ る
一澤

＾
チ

ン

電
一雲

年

表

に
よ

一後
一裔

鎮

西

八

れ

て

い

た

按司根津栄神社の由来
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(19第 128号 与 論 会 だ よ り 2020年 (令和 2年)9月 1日

与
論
に
帰
る
た
び
に
参
加
す
る
海
謝
美
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
て
あ
り
ま
し
た
。

海
謝
美
は
、
海
岸
清
掃
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
毎
朝
６
時

半
に

「
ゆ
ん
ぬ
ふ
と
ぅ
ば
」
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
、
１
時
間
ほ
ど
清
掃
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
ｌ
ヶ
月
か
ら
１
か
月
半
で
島
を

一
周
し
て
い
き
ま
す
。

海
謝
美

コ
ー
ナ
ー

′

朝
６
時
３０

分
か
ら
の

海
岸
で
の

ゴ
ミ
拾

い

に
参
加
し

て
き
ま
し

た
。
浮
き

球
や
外
国

文
字
が
入

っ
た
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル

な
ど
多
く

の
漂
流
物

が
砂
浜
に

漂
着
し
て

い
ま
し
た
。

砂
浜
は
、

与
論
の
大

事
な
観
光

の
宝

=■
■

‐
...| .

清掃活動終了後の笑顔の仲間たち

‐
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2020年 (令和 2年)9月 1日 与 論 会 だ よ り 第128号 10)

更
に
琴
平
神
社
内
を
散
策
し
て
居
ま
し
た
ら
、
大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論

会
の
記
念
碑
を
見
つ
け
ま
し
た
ｃ

ヽ_

:.   `.‐

ヽ

大牟田・荒尾地区与論会石碑

クら

i

ヽ

尋

１

ま

一

・
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訪間団集合写真
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熟調与(21)第 128号

３
月
９
日
、
墓
じ
ま

い
当

日
。
晴
天
の
中
早
朝
か
ら
準
備
を
行

い
祭
典
を
滞

り
な
く
お
こ
な

い
ま
し
た
。

台
風
な
ど
で
流
さ
れ
た
り
し
て
５
柱

の
遺
骨
は
少
し
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た

墓
じ
ま
い
神
官
の
お
祓

い

式
の
終
了
後
家
内
と
妹
３
人
で
、
ご
先
祖
の
最
後
の
与
論
風
景
の
見
納
め

と
し
て
ゆ
か
り
の
あ
る
地
を
回
り
な
が
ら
島

一
周
し
、
親
元
の
方
達
に
来
て

い
た
だ
い
て
最
後
の
食
事
を
行
い
ま
し
た
。

嘴
瀬
留
・

火
葬
場
に
て
再
火
葬
を
行

い

一
つ
の

骨
壺
に
収
め
ま
し
た

親
フE
を
代
表
し
て
挨
拶
と

プロ

港
ま
で
見
送
り

薔・ ||ユ 酔 :ヵ ヽ
「
「TTT¬‐

i餞
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 ..贅‐
P■燿望,■″

.

n   3

来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
― ヽ
―遺

骨
を
納
め
て
あ
る
か
め
の
掘
り
起
こ
し
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2020年 (令和2年)9月 1日   与 論 会 だ よ り 第128号 (2)

３
月
１０
日
、
ご
先
祖
を
と
も
し
て
与
論
の
地
を
離
れ
子
孫
が
待
つ
大
牟
田

の
地
へ
出
発
。

田
尻
神
官
に
よ
る
納
骨
お
祓

い

ご
案
内

先
祖
が
育
ん
だ
地
を
忘
れ
ん
が
た
め
に
、
還
暦
を
迎
え
て
か
ら
毎
年
開
催

さ
れ
る

「
ョ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン
」
の
ハ
ー
フ
の
部
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

２１
キ
ロ
を
４
時
間
３０
分
以
上
か
け
て
歩
い
て
休
息
所
で
飲
食
物
を
補
給
し

な
が
ら
完
走
し
て
い
ま
す
。

来
年
は
、
令
和
３
年
３
月
７
日

（日
曜
日
）
開
催
予
定
で
す
。
ハ
ー
フ
の

部
で
島

一
周
で
す
。
海
を
眺
め
な
が
ら
リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
一
緒
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

大
牟
田
納
骨

田
尻
神
官
様
の
お
祓

い
を

受
け
、
無
事
納
骨
を
完
了
。

１３
柱
の
先
祖
の
方
々
が

一
つ

の
所
で
祭
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
我
が
家
の
島
で

の
墓
じ
ま

い
を
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。
母
親
も
こ
れ

で

一
安
心
だ
と
思
う
と
こ
ろ

で
す
。
長
々
と
な
り
ま
し
た

が
、
与
論
島
旅
日
記
を
終
わ

り
ま
す
。

と
う
と
が
な
し
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(20 第128号 与 論 会 だ よ り  2020年 (令和2年)9月 1日

与論町

親子留学

自ら住宅を確保し′与論島で親子生活しながら通学します。

親戚・ 孫留学

与論島在住の親戚′祖父母の家で生活をともにしながら通学します。

補i助制度:

与論町ふるさと留学生制度助成事業補助金より′生活補助・家賃補助・帰省補助金があります。

与論島で学ぶとは・・・

与論町教育委員会

〒891-9301
鹿児島県大島郡与論町茶花 1418番 地 1

TEL:0997-97‐ 2441

与論町ふるさと留学

日本財団からの支援を受け

海洋教育パイオニアスクールを

導入。町内の小。中。高等学

校が連携して海を通じた学び
の活動を行っています。

海洋教育
与論島ならではの

環境・体験

海に囲まれた大自然の中′
与論島の伝統文化・行事を

体験したり′感じたりすることの

できる生活環境です。

与論中学校との相互乗り入
れ授業をはじめ′合同進路講

演会′部活動や練習試合′
イベントなど′中高一貫教育

校として様々な活動に取り組
んでいます。

中高一貫教育

■既Fふるさと留学に関する情報は与論町 教育委員会 HPからご覧いただけます。
lι

■|●_ ■
~ヽ

〓

鸞

里遍目■ロ

■ ヽ

′大切にされてきた伝統や文

活気あふれる与論島であなたの夢を見

ふるさと留学制度



2020年 (令和 2年)9月 1日 与 論 会 だ よ り 第128号 0

ふるさと留学X先輩の声

与論高校 2年 Sさん
(令和2年4月 時点 )

超い
・・rヽ

`"`.

直感です !

「ふるさと留学制度」は′中学校2年生の時′与論島ヘ
の家族旅行で島を案内して下さつた方に聞いて知りま
した。

中学校2年の夏に′与論中学校での体験留学を経験後′
中学3年 2学期から与論中学校へ転入しました。

水彩画です。アプリを使つて水彩画イラス トを描い
ています。高校では美術部にも所属していますが′水
彩画はプライベートの時間で楽しみながらやつていま
す。学校の授業も美術の時間が一番好きです。砂絵′
油絵やTシャツ′仮面作りなど幅広い内容を楽しんでい
ます。

皆田海岸′茶花海岸′コースタル・リゾートです。
海をみてぼ一つとしたり′友達と話したりしています。
高校の文化祭の練習などでも′みんなが使つている場
所です。

(令和 2年 2月 開催 )

里親さんが飼つている牛が出産を控えています。その出
産を見ることです。日の前で命が誕生するのを見る機会は
めったにないので′とても楽しみにしています。
それ以外にも海で泳いだり′漁′観光業の手伝いをする
中′与論島に遊びに来ている観光の方と会話する事も楽し
んでいます。ゆつくり海を眺めているだけでも気分が落ち
着くので′海は大好きです。

直接伝えるのは恥ずかしくて言えてませんが′離れ
て暮らしてみてサポートしてくれる親に改めて感謝し
たいなと感じている事です。また′与論島に来てから
は′島での生活を応援してくれる方′自分が失敗した
時に助けてくれる方には本当に感謝しています。自分
もそうやって助けを必要としている人に手を差し伸ベ
ることのできる人になりたいと思うようになりました。

不安な事もあると思いますが′チャレンジしたいと
いう気持ちがあれば挑戦してみて下さい。
最初はもちろん緊張しますが′笑顔で挨拶′新しい
場所でも人と関わつていたいと思つて話をすれば大丈
夫ですよ。与論島に来たら色々な場所′お店に行つて
沢山の人との出会いを楽しんで下さい。

第7回全国海洋教育サミツト
(令和 2年 2月 開催)

与論高校2年Hさん
(令和2年4月 時点 )

2018年度から与論中学校のふるさと
留学生として′与論島生活をスタート.
彼女が与論島を選んださっかけは′与

論島への家族旅行でした。

中学生 2年生の頃′自分の周りで実際に
自然が少なくなつていくのを感じ′違和感
を感じるのと同時に自然豊かな場所で過ご
したいと感じるようになりました。知り合
いの方に留学制度があるのを教えてもらつ
たのがきっかけで′与論島を知ることに.
飛行機から初めてみた与論島の姿に感動

し′ここに留学しようと決めました。

・■.=‐′

になつている事はなんですか ?

図団【a

先生方と生徒の距離感が近く′学校の行事なども一

緒に取り組んでいるのがとてもいいなと思います。生
徒同士も′現状に満足するのでなく上を目指して頑
張つている人が多く,その雰囲気が学年′学校全体に
広がつています。勉強だけでなく部活動も一生懸命取
り組んでいる人が多いです。みんな個性があって′そ
れの個性を尊重しているなと思います。

し

ヽ_

ジをお願いします。

来たいと思つたら′迷わず直感にしたがつてチャレ
ンジして下さい。高校の先生方はとてもやさしいです
よ。

与論高校 X海洋教育

与論高校課題研究発表会

一
・
ユ
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‐

1

与論高校課題研究発表会

(ポスターセッション・バネルディスカツシヨン)
1年生 :与論島
2年生 :与論島の人々について′成果本発行

第7回全国海洋教育サミツト
与論高校から2チームボスター発表に参加
参加チームが優秀賞を受賞


